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【 】 （ユニライフ）学生調査：

https://www.jsb.co.jp/news/detail/post-744.php
https://www.jsb.co.jp/news/detail/post-744.php
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•

•

【出典】 ニュースｰ日本の （ ）平均スコアは「 点」

国別平均での順位は？【 年スコア】より

https://news.allabout.co.jp/articles/o/45247/
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•

【出典】国際ビジネスコミュニケーション協会

•
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【 】イプソス「 調査」より
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https://monken.pro/about/
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https://saponet.mynavi.jp/column/detail/20230329100103.html


03．提案
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テーマの分析・検討
に資する情報の分

析

リアルコミュニケー
ションの場で活か
せる実践的なプロ
グラム内容

現役学生としての
視点

ツーリズムの観点 ワクワク感

審査項目
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審査項目
テーマ解説インタビューの渡辺さんの発言から（一部抜粋）

参考までに、私たちの会長は、「新成人全員にパス
ポートを配ってはどうか」というアイデアを常々発
信しています。これくらいダイナミックでインパク

トのあるアイデアをお待ちしています。

【引用】マイナビ-JATA-テーマ解説インタビューから

https://job.mynavi.jp/start/project/theme_2025-1-1/company/

https://job.mynavi.jp/start/project/theme_2025-1-1/company/
https://job.mynavi.jp/start/project/theme_2025-1-1/company/
https://job.mynavi.jp/start/project/theme_2025-1-1/company/
https://job.mynavi.jp/start/project/theme_2025-1-1/company/
https://job.mynavi.jp/start/project/theme_2025-1-1/company/


このことから

空想的アイデア＞実現的アイデア

ということを重視している
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審査項目
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ツーリズムを
促進させる

社会人基礎力の
向上
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現在これらのたくさんの翻訳アプリがある

レシピー

DeepL
翻訳

Papago

話す
翻訳機

翻訳王

Google
翻訳

Reverso

英語がニガテな人でも外国の人と会話することができる！

https://my-best.com/2206
https://my-best.com/2206
https://my-best.com/2206
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A. B.
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step 1 step2 step 3
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国や文化が異なっても同じテーマで学
び、考え発表する授業形式
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•

• •
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04．フィードバック
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中高生プログラムと大学生プログラムという2つの層に分

けて提案してくれた点は非常によく、対象ごとのニーズに
応じた構成が印象的でした。また、時差などオンラインな
らではの課題にも目を向けていた点も評価できます。今後
は、この取り組みを日本から海外へのアプローチや、訪日
外国人との双方向の交流といったリアルな接点にどう結び
つけていくか示すことで、提案全体の広がりと深みが一層

高まると感じました。
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日本から海外へのアプローチやリアルの場での交流につながる

海外インフルエンサーや
著名人を起用しSNS

（TikTok,Youtube,Instaglam）

で日本の観光地やプログラム
の様子を世界中に配信

それぞれのプログラム（Aならス

ポーツやゲームなど）で高い評
価を得たチームには互いに交
流した国の旅行チケットを配布

する。
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良い点の拡散や観光地の整備でツーリズムの促進や訪日外国人との
交流にもつながる

Aのプログラムにおいて留学生と

現地の学生でグループを作り観
光地に行き

外国人視点でその国のいい点と
不便な点を拾う

共通課題型授業として不便な点
の改善案を一緒に考え、自治体
や観光協会にフィードバック



05．得られる成果
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06．まとめ
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• 斎藤隆次 「ビジネスエリートが実践している異文化理解の全テクニック」
KADOKAWA（2019年).

• 内閣官房 外国人大学生の受け入れ機関 (2022年).
URL:https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/dai4/siryou4.pdf

• 「日本人の海外留学の効果測定に関する調査研究」について 文部科学省 
(2017年
).URL:https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/__icsFiles/afieldfile/2018/
11/22/1411310_1.pdf
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